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、

、

熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会
で
は

地
域

家
庭
、
学
校
、
行
政
、
関
係
機
関
等
の
連
携

が
更
に
深
ま
り
、
熊
毛
地
区
の
社
会
教
育
が

ま
す
ま
す
充
実
・
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
熊
毛
の
社
会
教
育
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

、

、

一
・
二
ペ
ー
ジ
に
は

地
区
主
要
行
事
を

三
～
六
ペ
ー
ジ
に
は
、
一
市
三
町
の
特
色
あ

る
事
業
等
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
御
一
読
い
た
だ
き
、
本
地
区
の
社
会

教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
・
発
展
に
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈熊毛地区社会教育主要事業実績〉
参加者数月 日 曜 事 業 名 会 場

５ 10 土 77人
地区子ども会指導者・育成者研修会

屋久島町総合センター
地区子ども会安全教育研修会

６ 13 金 中種子町中央公民館 144人
地区社会教育指導者研修会(PTA･女性･高齢者団体)

地区人権教育ブロック別指導者研修会

６ 27 金 地区文化財保護審議会委員等研修会 26人屋久島離島開発総合センター

７ 25 金 70人地区子ども会大会・創作活動～26日(土) 西之表市あっぽ～らんど他

10 25 土 南種子町自然の家 32人地区社会教育指導者研修会(青年団体)～26日(日)

11 22 土 地区広域文化祭～23日(日) 約400人屋久島離島開発総合センター

11 29 土 県ＰＴＡ活動研究委嘱公開 南種子町立茎南小学校 約300人

12 13 土 中種子町中央公民館 49人地区子ども会ジュニア･リーダー養成研修

子
ど
も
会
指
導
者
・
育
成
者
研
修
会

子

ど

も

会

安

全

教

育

研

修

会

平
成
二
十
六
年
五
月
十
日(

土)

屋
久
島
町
総
合
セ
ン
タ
ー(

七
十
七
人)

屋
久
島
町
の
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
と
育
成

者
・
指
導
者
が
集
い

「
子
ど
も
た
ち
で
つ
く

、

る
子
ど
も
会
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

指
導
者
・
育
成
者
研

修
会
で
は
、
Ｋ
Ｙ
Ｔ
の

指
導
法
や
指
導
者
・
育

成
者
の
役
割
、
活
動
の

方
法
等
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
会
リ

ー
ダ
ー
に
よ
る
安
全
教
育
研
修
会
で
は
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
づ
く
り
を
通
し
て
、
食
材
の
買

い
出
し
か
ら
調
理
ま
で
の
過
程
を
す
べ
て
自

分
た
ち
の
力
で
行
う
な
ど
、
主
体
的
な
活
動

の
進
め
方
を
学
び
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
合
同
で
屋
久
島
消
防
分
遣

所
員
の
指
導
に
よ
り
正
し
い
応
急
処
置
の
方

法
を
学
ん
だ
り
、
高
校
生
ク
ラ
ブ
「
ぽ
ん
だ

ま
」
の
皆
さ
ん
か
ら
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ

。

ョ
ン
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た

大
人
の
役
割
は
、
子

ど
も
た
ち
の
活
動
を
陰

か
ら
支
援
す
る
こ
と
で

す
。
子
ど
も
た
ち
で
つ

く
る
子
ど
も
会
活
動
の

一
層
の
推
進
と
充
実
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

社

会

教

育

指

導

者

研

修

会

人
権
教
育
ブ
ロ
ッ
ク
別
指
導
者
研
修
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
女
性
団
体
・
高
齢
者
団
体

人
権
教
育
ブ
ロ
ッ
ク
別
指
導
者
研
修
会

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日(

金)

中
種
子
町
中
央
公
民
館(

百
四
十
四
人)

種
子
島
地
区
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
及
び
女
性
団
体
・
高

齢
者
団
体
合
同
で
、
あ

ら
ゆ
る
学
習
活
動
の
基

盤
で
あ
る
人
権
に
つ
い

て
研
修
を
し
ま
し
た
。

講
話
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ネ
ッ
ト
ポ
リ
ス
鹿

児
島
代
表
の
戸
髙
成
人

氏
に
「
ネ
ッ
ト
社
会
の

現
状
と
課
題
解
決
の
た
め
の
取
組
」
と
い
う

演
題
で
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
以
外
に
も
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

が
利
用
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム

機
等
の
通
信
機
器
、
無
料
通
信
ア
プ
リ
等
の

普
及
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
は

年
々
多
様
化
・
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
に
は
、
利
用
実
態
の
把

握
や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
、
我
が
家
の

ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
の
徹
底
は
も
ち
ろ
ん
、

思
い
や
り
の
心
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
そ
の
も
の
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
研
究
協
議
で

は
、
各
団
体
に
お
け
る

人
権
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
協
議
し
、
自
分
も

他
人
も
大
切
に
す
る
人

権
尊
重
の
視
点
に
立
っ

た
活
動
の
重
要
性
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

参
加
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
女
性
団
体
、
高
齢
者

団
体
、
行
政
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
学
習
し
た

こ
と
を
実
践
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
広
め

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

青
年
団
体

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
五
日(

土)

・
二
十
六
日(

日)

南
種
子
町
自
然
の
家(

三
十
二
人)

本
年
度
は
初
め
て

一
泊
二
日
の
宿
泊
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

各
市
町
の
活
動
報

告
の
後

「
魅
力
あ

、

る
青
年
団
活
動
を
目

指
し
て
」
を
テ
ー
マ

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

型
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
青

年
団
活
動
の
成
果
や
課
題
に
つ
い
て
各
市
町

の
現
状
を
出
し
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の

在
り
方
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
は
、

子
ど
も
会
活
動
な
ど
で
活
用
で
き
る
キ
ン
ボ

。

ー
ル
や
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た

夕
食
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
囲
ん
で
の
情
報

交
換
会
で
は
、
若
者
ら
し
く
溌
剌
と
し
た
交

流
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
の
確
保
な
ど

多
く
の
課
題
を
抱
え

な
が
ら
も
、
町
お
こ

し
や
仲
間
づ
く
り
な

ど
に
懸
命
に
取
り
組

む
青
年
団
の
皆
さ
ん

に
エ
ー
ル
を
送
る
と

同
時
に
、
さ
ら
な
る

活
躍
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

熊毛の社会教育 熊毛地区社会教育振興会

平
成
二
十
七
年
二
月
発
行

熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会



( 2 )熊毛地区社会教育振興会 熊毛の社会教育

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
等
研
修
会

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日(

金)

屋
久
島
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー(

二
十
六
人)

「
文
化
財
保
護
行
政
」
に
つ
い
て
、
県
文
化

財
課
担
当
者
の
指
導
講
話
の
後
、
中
種
子
町

の
委
員
か
ら
「
種
子
島
の
正
月
行
事
の
コ
モ

ノ
作
り
と
行
事
」
に
つ
い
て
事
例
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
伝
統
や
文
化
財
の
価
値
、
こ
れ

ら
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
現
地
研
修
視
察
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
屋
久
島
町
教
育
委
員
会

文
化
財
担
当
者
か
ら
、
城
ヶ
平
城
跡
な
ど
の

、

屋
久
島
町
の
文
化
財
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

そ
の
後
、
屋
久
島
町

歴
史
民
族
資
料
館
を

見
学
し
ま
し
た
。

今
後
の
各
市
町
文

化
財
保
護
行
政
の
推

進
・
充
実
と
文
化
財

保
護
思
想
の
普
及
・

啓
発
に
生
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
三
日(

土)

中
種
子
町
中
央
公
民
館(

四
十
九
人)

熊
毛
地
区
内
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
や

高
校
生
ク
ラ
ブ
会
員
が
集
い
、
研
修
・
交
流

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

、

各
市
町
の
活
動
報
告
や
し
ゃ
べ
り
場
で
は

自
分
た
ち
の
活
動
の
在
り
方
を
見
直
す
と
同

時
に
、
自
分
の
考
え
を
主
張
し
た
り
、
他
者

の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
り
し
ま
し
た
。

、

、

ま
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
研
修
で
は

中
種
子
よ
い
ら
ー
い

き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
か
ら
指
導
を
受

け
、
自
分
た
ち
で
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

企
画
し
、
実
践
す
る

学
習
を
行
い
ま
し

た
。今

回
は
マ
レ
ー
シ

ア
か
ら
の
留
学
生
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
も
参
加
し
、
国

際
交
流
も
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県

Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

研

究

委

嘱

公

開

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
九
日(

土)

南
種
子
町
立
茎
南
小
学
校(

約
三
〇
〇
人)

宇
宙
に
一
番
近
い
小
学
校
、
茎
南
小
学
校

で
多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
・
学
校
関
係
者
を

迎
え
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

茎
南
小
学
校
児
童
に
よ
る
「
ひ
ょ
う
た
ん

踊
り
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
滑
稽
な
所
作
や
表
情
は
、
参
加
者
の
笑
い

、

。

を
誘
い

和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た

研
究
発
表
・
研
究
協
議

茎
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
テ
ー
マ
「
学
校

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
『
読
書
い
っ
ぱ
い
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
あ
い
さ
つ
い
っ
ぱ
い
』
を

具
現
化
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
ど
の
よ

う
な
支
援
を
し
て
い

け
ば
よ
い
か
」
に
つ

い
て
の
研
究
発
表
を

も
と
に
、
学
校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
教
育
活
動

の
在
り
方
等
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。父

親
も
参
加
す
る

読
み
聞
か
せ
会
や
津
波
対
策
の
避
難
経
路
整

備
、
伝
統
漁
法
を
学
ぶ
「
鮒
汲
み
」
な
ど
、

少
人
数
の
会
員
な
が
ら
も
地
域
の
協
力
を
得

て
、
創
意
工
夫
し
て
行
っ
て
い
る
活
動
は
、

他
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考
に
な

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

講

演

元
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
鹿
児
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
所
長

の
園
田
昭
眞
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

。

、

た

ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
歩
み
な
ど
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
育
む
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
在
り
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
間
近
に
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ

さ
２
」
を
載
せ
た
Ｈ
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち

上
げ
を
控
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
を
想
い
、
子
育
て
を
振
り
返
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

九
州
地
区
公
民
館
研
究
大
会

鹿
児
島
大
会

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
八
日(

木)

・
二
十
九
日(

金)

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
他(

地
区
参
加
者
五
十
五
人)

第
六
分
科
会
「
青
少
年
教
育
」
で
は
、
南

種
子
町
下
中
地
区
公
民
館
イ
ン
ギ
ー
花
峰
塾

が
「
留
学
生
が
い
る
青
少
年
育
成
活
動
の
在

り
方
」
を
テ
ー
マ
に
、
ド
ラ
メ
ル
タ
ン
号
漂

着
に
ま
つ
わ
る
活
動
な
ど
の
発
表
を
行
い
ま

し
た

「
青
少
年
教
育
と
地
域
活
性
化
は
一
体

。

で
あ
る
」
と
の
考
え
の
も
と
で
、
学
校
と
家

庭
、
地
域
が
密
接
に
連
携
し
た
取
組
は
参
加

者
か
ら
称
賛
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
内
か

ら
の
参
加
者
に
と
っ

て
も
、
九
州
各
地
区

の
優
れ
た
公
民
館
活

動
を
学
ぶ
ま
た
と
な

い
機
会
と
な
り
、
今

後
の
活
動
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

受

賞

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

平
成
二
十
六
年
度
各
種
表
彰

※
敬
称
略

◇
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
表
彰

中
野

幸
太
郎

(

西
之
表
市)

◇
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
表
彰

屋
久
島
町
立
一
湊
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ(

屋
久
島
町)

◇
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
表
彰

美
座
子
ど
も
会

(

中
種
子
町)

◇
九
州
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

中
村

逸
夫

(

西
之
表
市)

◇
県
文
化
財
功
労
者
表
彰

羽
生

源
志

(

南
種
子
町)

◇
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

西
之
山
子
ど
も
会
育
成
会

(

中
種
子
町)

県
優
良
少
年
少
女
団
体
・
地
域
高
校
生
ク
ラ
ブ
等
表
彰

◇

美
座
子
ど
も
会

(

中
種
子
町)

「

」

南
種
子
町
高
校
生
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ど
ん
ぐ
り

(

南
種
子
町)

高
校
生
ク
ラ
ブ
ぽ
ん
だ
ま

(

屋
久
島
町)

◇
地
区
社
会
教
育
表
彰

【
優
良
団
体
】

古
田
獅
子
舞
保
存
会

(

西
之
表
市)

「

」

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

そ
ら
い
ろ
の
た
ね

(

中
種
子
町)

下
中
地
区
公
民
館
青
少
年
育
成
部(

南
種
子
町)

【
優
良
個
人
】

永
田

義
彦

(

西
之
表
市)

寺
田

い
ち
子

(

南
種
子
町)

鞆

初
男

(

屋
久
島
町)

◇
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

【
優
良
団
体
】

本
村
子
ど
も
会
育
成
会

(

中
種
子
町)

小
平
山
公
民
館
青
少
年
育
成
部

(

南
種
子
町)

小
原
町
子
ど
も
会

(

屋
久
島
町)

【
優
良
個
人
】

德
永

眞
一

(

中
種
子
町)

【
編
集
・
発
行
】

熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会
事
務
局

住

所

西
之
表
市
西
之
表
七
五
九
〇
番
地

熊
毛
教
育
事
務
所
内

電

話
（
〇
九
九
七
）
二
二-

〇
五
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
九
七
）
二
二-

〇
五
二
一
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七
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
に
西
之
表
市

で
熊
毛
地
区
子
ど
も
会
大
会
・
創
作
活
動
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
っ
ぽ
～
ら
ん
ど
、
浦

田
海
水
浴
場
を
舞
台
に
熊
毛
地
区
一
市
三
町

の
子
ど
も
会
代
表
者
総
勢
三
十
七
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

「
楽
し
い
子
ど
も
会
に
す
る
た
め
に
は
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
話
合
い
活
動
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
珍
プ
レ
ー

・
好
プ
レ
ー
に
盛
り
上
が
る
中
、
自
然
と
仲

良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
創
作
活
動

で
は
「
折
り
紙
」
を
実
施
し
、
普
段
作
る
こ

と
の
な
い
難
し
い
作
品
へ
の
挑
戦
に
苦
戦
し

て
い
ま
し
た
。

夕
食
後
か
ら
就
寝
ま
で
の
時
間
で
は
、
元

気
が
有
り
余
っ
て
い
る
下
級
生
ら
の
声
が
高

々
響
く
と
す
ぐ
に
上
級
生
が
注
意
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
通
し
て
、

楽
し
さ
だ
け
で
な
く
、
集
団
行
動
の
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
学
ん
で
い
ま
し
た
。

熊
毛
地
区
子
ど
も
会
大
会
開
催 

 

そ
し
て
、
鹿
屋
市
と
の
交
流
会 

 

二
日
目
は
鹿
屋
市
子
ど
も
会
と
浦
田
海
水

浴
場
で
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
鹿
屋
市

子
ど
も
会
は

『
鹿
屋
市
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー

、

育
成
事
業

か
の
や
っ
子

わ
く
わ
く
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
イ
ン
種
子
島
』
と
銘
打
っ
て
、

七
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
七
日
の
三
泊
四
日

の
日
程
で
来
島
し
ま
し
た
。
熊
毛
地
区
子
ど

も
会
大
会
も
同
時
期
に
西
之
表
市
で
開
催
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
浦
田
海
水
浴
場
に
て
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。
四
班
に
分
け
て
、
ビ

ー
チ
バ
レ
ー
や
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
を
行
い
ま

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
す
ぐ
に
仲
良
く

な
る
様
子
に
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ
ま

し
た
。

ま
た
、
交
流
会
で
は
西
之
表
市
連
合
青
年

団
か
ら
た
く
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
総

、

勢
七
十
七
人
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
り

事
故
や
ケ
ガ
等
も
無
く
、
無
事
に
交
流
会
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
体
験
活
動
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
の

自
然
や
文
化
な
ど
を
学
び
、
ま
た
異
年
齢
で

交
流
す
る
こ
と
で
豊
か
な
人
間
関
係
や
規
範

意
識
、
社
会
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

年
間
十
回
の
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
市
内
児
童
二
十
五
人
と
大
人

二
人
で
活
動
し
て
お
り
、
十
一
月
の
活
動
で

。

は
一
泊
二
日
の
宿
泊
学
習
を
実
施
し
ま
し
た

本
市
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
市
内

「

」

の
全
中
学
校
が
統
合
さ
れ

種
子
島
中
学
校

が
開
校
し
ま
し
た
。
今
回
の
活
動
で
は
、
小

さ
な
学
校
か
ら
大
き
な
学
校
へ
の
入
学
に
伴

う
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
も
目
的
と
し
、
隊
員

の
他
、
市
内
小
学
校
五
・
六
年
生
を
対
象
に

追
加
で
参
加
者
を
募
集
し
、
総
勢
十
九
人
の

児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
す
ぐ
に
仲
良
く
な
っ
た
児
童
た
ち

は
、
協
力
し
な
が
ら
自
分
た
ち
で
夕
食
を
作

り
ま
し
た
。
二
日
目
は
、
あ
っ
ぽ
～
ら
ん
ど

敷
地
内
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。
四
班
に
分
か
れ
た
児
童
た
ち
は
、
広
い

敷
地
内
で
の
活
動
や
各
地
点
の
難
問
に
苦
戦

し
て
い
ま
し
た
が
、
仲
間
た
ち
と
協
力
し
な

が
ら
各
地
点
を
ク

リ
ア
し
て
い
き
ま

し
た
。

最
後
ま
で
活
動

を
や
り
遂
げ
た
児

童
た
ち
は
、
新
し

く
で
き
た
仲
間
へ

の
思
い
、
両
親
へ

の
感
謝
の
思
い
を

胸
に
宿
泊
学
習
を

終
え
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
ま
な
び
～
隊

宿
泊
学
習
を
実
施
！

 

西
之
表
市
連
合
青
年
団
は
、
現
在
六
十
五

人
（
男
性
二
十
八
人
・
女
性
三
十
七
人
）
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
二
十
四
日
（
水
）
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ブ
に
市
連
合
青
年
団
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
も
『
君
の
家
に
も
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
！
大
作
戦

。
有
志
三
十
人
が

』

集
ま
り
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
届
け
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
に
は

若
宮
保
育
園
を
、
十
二
月
二
十
五
日
に
は
国

上
み
さ
き
保
育
園
を
訪
問
し
、
園
児
た
ち
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
ま
し
た
。
西
之
表
市
に

、

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
と
笑
い
声
が
響
き
渡
り

充
実
し
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

市
連
合
青
年
団
は
県
内
一
の
団
員
数
を
生

か
し
て
、
今
後
も
幅
広
い
活
動
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

西
之
表
市
連
合
青
年
団
の
活
動 

 

創作活動「折り紙」の様子

交
流
会
の
様
子

若
宮
保
育
園

国
上
み
さ
き
保
育
園

宿
泊
学
習
の
様
子

西之表市
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読
書
は
、
人
類
が
獲
得
し
た
誇
る
べ
き
文

化
で
す
。
読
書
に
よ
り
我
々
は
楽
し
く
知
識

を
身
に
付
け
、
物
事
を
よ
り
深
く
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
本
は
多
様
な
分
野
が
用
意

さ
れ
、
簡
単
に
享
受
で
き
、
し
か
も
そ
れ
ほ

ど
費
用
も
か
か
ら
な
い
と
い
う
特
色
も
あ
り

ま
す
。
特
に
幼
児
期
か
ら
読
み
聞
か
せ
を
し

て
読
書
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
は
、

国
語
力
を
向
上
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
一

生
の
財
産
と
し
て
生
き
る
力
と
も
な
り
、
楽

し
み
の
基
と
な
る
も
の
で
す
。
そ
ん
な
思
い

で
町
内
の
小
学
校
・
保
育
所
等
を
訪
問
し
、

貴
重
な
時
間
を
割
い
て
も
ら
い
実
施
し
て
い

る
「
な
か
た
ね
読
み
聞
か
せ
会
」
は
、
本
年

度
で
十
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

十
四
年
前
は
、
ど
の
様
な
形
で
こ
の
事
業

を
進
め
て
行
こ
う
か
と
試
行
錯
誤
し
、
長
い

間
島
外
か
ら
講
師
を
招
聘
し
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
昨
年
、
地
元
読
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育
成
も
兼
ね
て

「
な
か
た

、

ね
読
み
聞
か
せ
会
で
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
一
生
の
財
産
を
与
え
て
く
れ
ま
せ

ん
か
？
」
と
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
そ
の
答

え
に
「
ノ
ー
」
の
言
葉
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
快

く
引
き
受
け
て
く
れ
た
そ

の
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が

「
な
か
た
ね

、

お
は
な
し
パ
レ
ッ
ト
」
で

す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
学

校
に
あ
る
四
季
折
々
の
本

を
選
書
し
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
は
共
通
語
で
の
会
話
が
多
く
な
っ
た

家
庭
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
方
言
の
よ

さ
や
意
味
を
大
事
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

読
み
聞
か
せ
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
種
子

島
の
民
話
は
も
ち
ろ
ん
、
通
常
の
児
童
書
を

種
子
島
弁
で
紹
介
す
る
な
ど
、
島
の
言
葉
も

と
て
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
七
年

結
成
、
地
元
有
志
十
人
程
で
構
成
さ
れ
、
毎

月
第
四
土
曜
日
に
中
央
公
民
館
図
書
室
で
読

み
聞
か
せ
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
活
動
範

囲
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
童
保
育

、

の
時
間
を
利
用
し
た
読
み
聞
か
せ
を
は
じ
め

島
内
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
要
望
に
応
じ
て
読
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
社
会
は
急
速
な
早
さ
で
普
及
が
進

み
、
そ
の
勢
い
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り

ま
せ
ん
。
使
い
こ
な
せ
ば
便
利
、
し
か
し
そ

の
裏
に
は
落
と
し
穴
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
や
ト
ラ
ブ
ル
に
関

す
る
予
防
策
の
一
つ
と
し
て
納
官
小
学
校
家

庭
教
育
学
級
で
は
、
映
像
を
使
っ
た
講
習
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
全
保
護

者
・
職
員
、
使
用
し
た
教

材
は
「
ぐ
り
ぶ
～
・
さ
く

ら
の
ス
マ
ホ
時
代
の
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
予
防
教
室
」

で
す
。
視
聴
だ
け
に
終
わ

ら
ず
、
架
空
の
事
例
を
挙

げ
、
内
容
の
問
題
点
や
対

処
法
に
つ
い
て
み
ん
な
で
研
究
協
議
を
し
ま

し
た
。

こ
の
映
像
を
活
用
し
た
成
果
・
課
題
の
中

で
「
子
ど
も
た
ち
を
取
り
ま
く
ネ
ッ
ト
環
境

は
、
保
護
者
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
た
め
、
社
会
の
変
化
に
対
応

し
た
研
修
を
随
時
実
施
す
べ
き
で
あ
る

」
な

。

ど
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
研
修

会
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
十
一
月
開
催
の
第
三
十
回

国
民
文
化
祭
中
種
子
町
主
催
事
業
「
Ｃ
Ｇ
ア

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
あ
わ
せ
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

毎
年
、
作
品
募
集
を
行
い
、
町
民
文
化
祭

で
表
彰
式
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
町
か

ら
の
出
品
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年

度
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
七
月
五
日
に
中
種
子
中
学
校
の

パ
ソ
コ
ン
室
で
行
い
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
使
っ
て
絵
を
描
く
と
い
う
こ
と
で
、

、

、

参
加
者
は

は
じ
め
は
と
ま
ど
い
な
が
ら
も

操
作
方
法
を
教
え
て
も
ら
う
と
、
ゲ
ー
ム
感

覚
で
、
自
由
な
発
想
と
想
像
力
で
思
い
も
よ

ら
な
い
作
品
が
で
き
あ
が
っ
て
き
ま
す
。
そ

し
て
、
い
ざ
制
作
に
な
る
と
無
駄
話
も
な
く

な
り
、
集
中
し
て
作
品
を
仕
上
げ
る
と
い
う

状
況
で
す
。
さ
す
が
に
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
操

作
に
長
け
た
児
童
・
生

徒
た
ち
で
あ
る
と
感
心

し
ま
し
た
。
な
お
、
で

き
あ
が
っ
た
作
品
は
、

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た

後
、
台
紙
に
張
り
コ
ン

テ
ス
ト
に
出
品
し
て
い

ま
す
。

『
こ
こ
ろ
の
劇
場
』
は
、
日
本
全
国
の
子
ど

も
た
ち
に
演
劇
の
感
動
を
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心
に
、
社
会
問

題
の
根
底
に
あ
る
「
命
の
大
切
さ

「
人
を
思

」

い
や
る
心

「
信
じ
合
う
喜
び
」
な
ど
、
生
き

」

て
い
く
上
で
大
事
な
こ
と
を
舞
台
を
通
じ
て

語
り
か
け
た
い
と
い
う
劇
団
四
季
の
思
い
に

賛
同
し
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
企
業
や
行
政

の
協
力
を
得
て
実
現
し
た
事
業
で
す
。

平
成
二
十
六
年
三
月
十

一
日
、
種
子
島
こ
り
～
な

に
お
い
て
、
午
前
・
午
後

の
二
回
公
演
を
実
施
し
ま

し
た
。

午
前
の
公
演
は
、
中
種

子
町
内
の
小
学
校
七
校
の

児
童
及
び
引
率
の
先
生
方

を
含
め
て
五
百
二
十
六
人
が
観
劇
し
、
午
後

の
公
演
に
は
、
西
之
表
市
の
全
小
学
校
の
一

部
（
学
年
を
指
定
）
の
児
童
及
び
引
率
の
先

生
方
を
含
め
て
二
百
十
二
人
、
南
種
子
町
の

小
学
校
の
全
校
児
童
と
引
率
の
先
生
方
を
含

め
て
四
百
三
人
が
観
劇
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
桃
太
郎
の
そ
の
後
の
世
界
を
、

桃
太
郎
の
弟
、
桃
次
郎
が
冒
険
す
る
と
い
う

お
話
の
「
桃
次
郎
の
冒
険
」
を
上
演
し
ま
し

た
。
観
劇
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
お
も
し
ろ

さ
と
同
時
に
、
こ
の
劇
の
趣
旨
で
あ
る
、
外

見
に
と
ら
わ
れ
ず
優
し
く
接
す
る
こ
と
と
、

信
じ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な

っ
た
よ
う
で
し
た
。

翌
日
は
中
種
子
中
学

校
一
年
生
を
対
象
と
し

て

「
美
し
い
日
本
語

、
の
話
し
方
教
室
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

『

心

の

劇

場

』

劇

団

四

季

小
学
生
誘
致
事
業

の
ま
ち

な

か

た

ね

読み聞かせの様子

「
な
か
た
ね
お
話
会
」
で
の
読
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
取
組

視
聴
覚
映
像
の
活
用
で
家
庭
教
育

～
納
官
小
学
校
～

力
の
向
上

研修会での様子

未
来
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
目
指
し
て

Ｃ
Ｇ
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

中種子町
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宇
宙
へ
は
ば
た
け
凧
あ
げ
大
会

～
子
ど
も
会
活
動
の
充
実
～

毎
年
、
新
年
行
事
と
し
て
一
月
の
第
三
土

曜
日
に
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
）
の
協
力
を
得
て
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
「
青
少
年
育
成
の
日
」
の
活

動
の
拡
大
や
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
会
会
員
の
主
体
性
・
創
造
性
・
協
調
性
を

培
い
、
子
ど
も
会
活
動
の
充
実
を
目
的
と
し

た

「
宇
宙
へ
は
ば
た
け
凧
あ
げ
大
会
」
を
開

、
催
し
て
い
ま
す
。

大
会
当
日
は
、
地
域
か
ら
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
が
集
い
、
自
分
で
制
作
し
た
凧
の

デ
ザ
イ
ン
審
査
を
受
け
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
慢
の
凧
が
大
空
を
舞
い
、
親
睦
と
融
和
を

図
り
な
が
ら
、
大
い
に
賑
わ
う
一
日
と
な
り

ま
す
。

団
体
の
部
で
は
、
各
団
体
で
工
夫
を
凝
ら

し
た
大
凧
や
、
連
凧
、
立
体
凧
が
空
を
舞
い

会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
対
抗
の
長
な
わ
と
び
競
争
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
（
大
豆
一
〇
〇
ｇ

つ
か
み
・
割
り
ば
し
ダ
ー
ツ
・
じ
ゃ
ん
け
ん

）

、

連
続
勝
ち
・
時
間
当
て

な
ど
を
し
な
が
ら

小
・
中
学
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
幼
児
か

ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
る
趣
向
を
凝
ら
し
た

楽
し
い
催
し
物
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
希
望
を
育

み
、
凧
づ
く
り
（
創
作
活
動
）
を
通
し
て
、

子
ど
も
会
会
員
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
・
家
庭
・
学
校
の
連
携
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

交
流
す
る
こ
と
で
長
生
き

～
南
種
子
町
高
齢
者
学
級
～

各
地
区
（
八
か
所
）
の
高
齢
者
学
級
は
、

地
区
ご
と
に
開
講
式
を
行
う
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
ど
こ
の
地
区
も
年
間
五
回
以
上
の

様
々
な
交
流
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
高
齢

者
同
士
の
交
流
以
外
に
も
、
児
童
生
徒
に
昔

の
話
や
遊
び
を
教
え
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま

す
。南

種
子
町
内
外
の
視
察
研
修
で
は
、
史
跡

・
遺
跡
等
の
歴
史
を
学
ぶ
一
方
、
バ
ス
の
中

で
は
、
民
謡
を
歌
う
な
ど
楽
し
い
遠
足
で
も

あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
は
、
元
気

で
体
が
動
け
る
う
ち
に
と
、
今
を
大
切
に
楽

。

し
ん
で
い
る
の
が
微
笑
ま
し
く
も
あ
り
ま
す

、

、

ま
た

栄
養
教
室
も
行
事
の
一
つ
に
入
れ
て

食
生
活
に
も
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

交
流
の
中
で
は
、
い
か
に
し
て
昔
話
や
伝

統
行
事
を
引
き
継
い
で
い
く
か
が
、
こ
れ
か

ら
の
私
た
ち
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

「
南
種
子
町
緑
の
少
年
団
」
結
成

～
青
少
年
育
成
活
動
～

南
種
子
町
で
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一

日
に
新
た
な
青
少
年
育
成
活
動
の
取
組
と
し

て
、
中
学
生
（
団
長
）
一
人
、
小
学
生
六
人

の
合
計
七
人
で
「
緑
の
少
年
団
」
を
結
成
し

ま
し
た
。

【
目
的
】

、

、

緑
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て

緑
を
愛
し

緑
を
守
り
、
緑
を
育
て
る
心
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
活
動
を
行
い
、
団
員
が
広
く
自
然
を

愛
し
、
人
を
愛
し
、
自
ら
の
社
会
を
愛
す
る

心
豊
か
な
人
間
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
団
活
動
の
ね
ら
い
】

・
緑
へ
の
関
心
を
高
め
る

・
緑
の
中
で
心
身
を
鍛
え
る

・
集
団
生
活
を
通
し
て
協
調
性
を
養
う

・
奉
仕
精
神
を
養
う

【
活
動
内
容
】

結
成
後
、
本
町
で
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十

六
年
度
熊
毛
地
区
植
樹
祭
に
参
加
し
、
式
典

。

、

の
中
で
団
紹
介
を
し
ま
し
た

こ
れ
か
ら
も

様
々
な
町
・
地
区
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す

る
等
、
活
発
に
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今

後
も
継
続
的

に
団
員
募
集

を
し
、
団
の

拡
大
を
目
指

し
て
、
明
る

く
楽
し
い
取

組
を
進
め
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

南種子町

み
な
み
た
ね

心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り

  デザイン審査の様子

 南種子町緑の少年団 結団式

 凧あげ大会の様子 

高齢者の陶芸教室の様子
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本
町
は
、
こ
れ
ま
で
の
あ
い
さ
つ
運
動
を

さ
ら
に
拡
充
す
る
た
め
に
、
平
成
二
十
四
年

度
に
、
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
「
さ
わ
や

か
あ
い
さ
つ
日
本
一
」
を
目
指
す
取
組
を
決

定
し
、
同
年
九
月
に
推
進
委
員
会
を
設
置
し

て
、
三
年
間
の
計
画
で
、
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

特
に
、
昨
年
度
か
ら
、
町
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
と
連
携
し
て
、
あ
い
さ
つ
運
動

推
進
看
板
を
製
作
し
、
県
道
や
通
学
路
に
設

置
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
五
つ
の
単
位
子

。

ど
も
会
に
依
頼
し
て
製
作
・
設
置
し
ま
し
た

ま
た
、
あ
い
さ
つ
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
や
の

ぼ
り
旗
な
ど
で
も
啓
発
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
あ
い
さ
つ
運
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
を
優
良
団
体
と
し
て
表

。

、

彰
し
て
い
ま
す

本
運
動
も
三
年
目
を
迎
え

以
前
に
も
増
し
て
、
地
域
の
中
で
積
極
的
に

あ
い
さ
つ
を
す
る
姿
が
増
え
て
き
た
と
い
う

声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

、

、

今
後
は

町
内
の
様
々
な
団
体
と
連
携
し

来
島
者
に
も
積

極
的
に
さ
わ
や

か
な
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。

原子ども会作成看板

あ
い
さ
つ
で
心
ふ
れ
合
う
屋
久
島
町

、

、

町
内
の
小
・
中
学
生
が

屋
久
島
の
自
然

風
土
、
文
化
、
歴
史
、
伝
統
、
産
業
等
に
関

す
る
知
識
を
幅
広
く
身
に
付
け
る
こ
と
で
、

世
界
自
然
遺
産
の
島
で
暮
ら
し
て
い
る
誇
り

と
自
覚
を
も
ち
、
屋
久
島
で
生
き
る
こ
と
の

す
ば
ら
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
屋
久
島
ジ
ュ
ニ
ア
検

定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

初
回
は
小
中
学
生
十
四
人
の
受
検
者
で
し

た
が
、
五
年
目
の
昨
年
度
は
、
各
学
校
へ
の

周
知
が
徹
底
さ
れ
た
こ
と
や
高
校
生
の
参
加

に
よ
り
、
四
百
十
六
人
が
受
検
し
、
合
格
者

も
二
十
四
人
出
ま
し
た
。

県
内
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
様
々

な
ふ
る
さ
と
検
定
を
実
施
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
出
題
数
が
百

問
の
検
定
を
し
て
い
る
の
は
屋
久
島
町
だ
け

の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
ジ
ュ
ニ
ア
屋
久
島

博
士
認
定
要
項
を
つ
く
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
検
定

三
回
合
格
者
に
認
定
証
と
屋
久
杉
の
ジ
ュ
ニ

ア
博
士
認
定
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
贈
呈
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

町
で
は
今
後
、
ジ
ュ
ニ
ア
検
定
を
屋
久
島

検
定
に
発
展
さ
せ
、
成
人
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
、
町
民
の
更
な
る
郷
土
意
識
の
高
揚
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

屋
久
島
ジ
ュ
ニ
ア
検
定

夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
屋
久
島
町

歴
史
民
俗
資
料
館
が
、
二
十
一
講
座(

全
十
二

日)

の
体
験
活
動
を
企
画
し
、
合
計
百
三
十
四

人
の
親
子
や
一
般
客
を
集
め
ま
し
た
。

土
器
拓
本
や
平
木
割
り
等
の
六
つ
の
体
験

活
動
を
実
施
し
、
平
木
割
り
で
は
、
実
際
に

丸
太
を
切
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
平
木
に

割
る
ま
で
の

体
験
を
し
ま

し
た
。
丸
太

を
の
こ
ぎ
り

で

切

っ

た

り
、
平
木
に

割
っ
た
り
す

る
の
に
悪
戦

苦
闘
し
て
い

る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
資
料
館
敷
地
内
に
あ
る
網
代
民
家

(

口
永
良
部
島
の
古
民
家)

で
ラ
イ
ブ
を
実
施

し
、
民
具
の
活
用
法
や
昔
の
屋
久
島
に
つ
い

て
、
歌
や
語
り
を
通
し
た
屋
久
島
学
を
堪
能

し
ま
し
た
。
網
代
民
家
に
は
、
多
く
の
参
加

、

。

者
が
集
ま
り

入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た

参
加
者
か
ら

は

「
昔
の

、
屋
久
島
の
風

景
が
目
に
浮

か
び
、
歌
に

も

感

動

し

た

」
と
の

。
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館
夏
休
み
体
験
活
動

（
土
器
拓
本
・
平
木
割
り
）
を
実
施平木割りの様子網代ライブの様子

こ
れ
か
ら
親
に
な
る
世
代
の
ふ
れ
あ
い
活
動

高
校
生
ク
ラ
ブ
主
催｢

わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
タ｣

高

屋
久
島
町

校
生
ク
ラ
ブ
ぽ

ん
だ
ま
が
「
や

く
し
ま
っ
子
わ

ん
ぱ
く
フ
ェ
ス

タ
」
を
毎
年
開

催

し

て

い

ま

す
。
こ
の
活
動

は
、
高
校
生
ク

ラ
ブ
が
、
主
体

的
に
企
画
・
運
営
し
て
お
り
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
高
校
生
が
体

、

育
館
内
を
元
気
い
っ
ぱ
い
走
り
回
り
な
が
ら

色
々
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
メ
イ
ン
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
自
分
で
作
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
紙
飛

行
機
飛
ば
し
な
ど
、
異
年
齢
の
交
流
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
自
作
の
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
で
参
加
者
全
員
に
賞
品
が
贈
ら
れ
、
高

校
生
と
子
ど
も
た
ち
の
和
や
か
な
ふ
れ
あ
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
こ
れ
か
ら
親
に
な
る
世
代
」
の
子

育
て
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
も
捉
え
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
に
言
っ
て
聞
か
せ
る
の
が

難
し
か
っ
た
と

い
う
感
想
を
述

べ
た
高
校
生
も

い
ま
し
た
。

短

い

時

間

、「

」

で

子
育
て

の
大
変
さ
を
感

じ
取
っ
た
高
校

生
も
多
数
い
ま

し
た
。

バルーンアート作品制作

さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
日
本
一
の
ま
ち
屋
久
島
町

子どもたちとふれあう高校生

屋久島町


